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市報からつ

●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp

●男  57,908人（-42人）
●女  65,040人（＋13人）
●世帯数  50,704世帯（+17世帯）

人口 （８月１日現在）

122,948人 （前月比－29人）

憧れの選手と夢の共演！
佐賀県を本拠地とするＶ・プレミアリーグ久光製薬スプ
リングスの選手によるバレーボール教室が開催され、子
どもたちが憧れのプロ選手との交流を楽しみました。

目次 2　特集　地域を守る 消防団
  6　まちかどのSCENE　　14　イベント案内　　16　救急
17　子育てひろば　　18　相談　　23　チャンネルからつ番組表
24　こんにちは唐津っこ♪/がんばっています
※ 12ページと13ページの間に「災害時情報アンケート」を入れています

アンケートにご協力をお願いします



消防団とは？

消防団の主な年間行事

地域を守る  消防団

　唐津市消防団は「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基づき、火災時だけでなく台風や大
雨などの自然災害時など、地域の安全と安心を守るために活動している組織です。市内には９つの支団
があり、支団の中に分団があります。（９支団47分団）
　平成30年６月１日現在で3,945人の消防団員が活動しています。 問地域消防課（☎５３－７１１９）

Ｑ　消防団員の身分と処遇は？
Ａ�　消防団員は、非常勤の特別職の地方公務員です。活
動中にけがをした場合は、公務災害として補償されま
す。階級に応じて、報酬が支給され、災害活動や訓練な
どに参加した場合は手当が支給されます。また、退団
時には在職年数に応じて退職報償金が支給されます。

Ｑ　訓練などはいつ行っていますか？
Ａ�　消防団員はそれぞれ仕事を持っているため、仕事が
休みの日や仕事が終わったあとに集まって、訓練など
を行っています。

Ｑ　消防職員との違いは？
Ａ�　消防本部・消防署に勤務する職員が専門の職業であ
るのに対し、消防団員はそれぞれの仕事につきなが
ら、災害時の消防・防災活動や平時の訓練などに従事
しています。

Ｑ　消防団に入団する要件は？
Ａ�　18歳以上の健康な人で、市内に住んでいるか勤務
している人であれば、性別に関係なく誰でも入団でき
ます。主に社会人の男性消防団員が多いですが、６月
１日現在で54人の女性消防団員が活動しています。

月 行　事
 ４月 消防団入退団式（各支団ごと）
 ７月 唐津市消防団操法大会（隔年開催）
11月 秋季火災予防運動
12月 年末特別警戒
 １月 唐津市消防出初式
 ２月 女性消防団員活性化セミナー
 ３月 春季火災予防運動

～年間を通じて実施～
　〇機械点検　〇幹部会議
～各支団の行事～
　〇操法大会（隔年実施） 〇水防訓練
　〇教養訓練　〇水利点検

あなたの力を待っています！
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地域特性を生かした消防活動の充実を目指して
　近年、消防団が担う役割が拡大しつつあります。特
に台風や集中豪雨など自然災害に対する活動の比重
が高くなっています。今年の７月５日から６日にか
けて発生した平成30年７月豪雨においては、唐津市
でも初めて大雨特別警報が発表され避難指示が発令
されたところです。消防団員は、大雨のなか市民の安
全を第一に、警戒や災害対応さらには市民の方々へ
広報活動や避難誘導を行いました。
　また、火災現場においても建物構造が複雑になっ
ている現在、さまざまな状況に応じた知識や判断が
必要になっています。そのような有事に備えて、消防
団員は日頃から、研修や訓練を仕事の終わったあと
や休日を利用して行っております。地域の皆さんに

は「地域の安全・安心を守る」
という使命のもとに活動して
いる消防団にご理解とご協力
をお願いします。
　近年では、少子高齢化の進
展や社会経済情勢の変化によ
り全国的に消防団員数は減少
しております。本市においても、地域防災活動の担い
手の確保が大きな課題となっております。我々消防
団は消防署と連携し、そして地域の皆さんと一体と
なって「自分たちのまちは自分たちで守る」という深
い郷土愛護の精神のもと、地域特性を生かした活動
の充実と地域防災力の向上に努めてまいります。

唐津市消防団長　田
た

久
く

保
ぼ

　浅
あさ

義
よし

さん

佐賀県消防操法大会で相知支団が3位に！　～ 訓練・大会の成果を地域の安全・安心に ～

消防団員募集!!　～ 自分たちのまちは、自分たちで守る ～

消防団をサポートしてくれる協力店を募集しています！

　7月29日（日）に佐
賀県消防学校で第34
回佐賀県消防操法大
会が開催されました。
　唐津市消防団から
は相知支団が小型ポ

ンプ操法の部に出場しました。3月から基礎訓練を
開始し、5月からは週3回、仕事などが終わったあと
に訓練を行ってきました。結果、優勝隊とは僅差の3
位ではありましたが、指揮者の佐

さ

伯
いき

秀
ひで

徳
のり

さんと3番
員の田

た

中
なか

一
いっ

平
ぺい

さんが優秀賞を受賞しました。

　消防団員の年齢層は幅広く、さまざまな人が集まっ
て地域のために消防・防災活動を行っています。消防
団の活動を通じて、お互いの絆はさらに深まります。
　特別な資格は必要ありません。今、消防団はあなた
の力を必要としています。興味がある人は、近くの消
防団員か地域消防課に問い合わせてください。
一緒に災害に強いまちを目指しましょう！

　市ホームページには、消防団の活
動をわかりやすく紹介した唐津市消防団PRビデオ

「一緒に守ろう！大切なまち 唐津市消防団」を掲載
していますので、こちらもぜひご覧ください。

　消防団応援のお店は、消防団の日頃の活動に感謝して、消防団員が利用する場合に
サービスを提供していただけるお店です。現在唐津市では、12の事業所に協力をいた
だいています。
　協力していただける事業所を随時募集しています。サービス内容はどんなもので
も構いません。消防団員を応援していただける事業所をお待ちしています。
　消防団員支援優遇制度加盟店の一覧は、市ホームページに掲載しています。

唐津市 消防団員募集

スマートフォンの人はこちら→

↑サービスを受ける
ときは、この団員証
を見せてください

指揮者 佐伯秀徳さんのコメント
　3月末から4か月間の訓練でしたが、あっという間
でした。32年前には、相知消防団の先輩たちが県大
会で優勝して全国大会に出場されていて、自分たち
もそれを目標に訓練を重ねてきました。それだけに
プレッシャーも半端なかったです。
　大会は終わりましたが、訓練や大会の成果を実際
の現場で役立てて、今後も地域の安全・安心を守って
いきたいです。
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10月は続々入港予定！

飛 鳥 Ⅱ

問みなと振興課
　（☎72ー9187）

～ クルーズ船の船内見学会参加者を募集します ～

参 加 料　無料
応募方法　
　 記入例を参考に、往復はがきに必要事項を記入して申し込

んでください。
　※申し込み多数の場合は抽せんになります。
　※ 締め切り後１週間をめどに、応募者全員に当落結果を返

信はがきで返信します。
注意事項　
・ １枚のはがきで１日程のみ、最大４人まで申し込むことが

できます。
・ 申し込みは１人につき１回のみ有効となります。
・ 乳幼児や小学生も１人として申し込んでください。
・ 小学生以下は保護者と一緒に申し込んでください。
・ 船内は階段利用があるため、車いす・ベビーカーの船内持

ち込みはご遠慮ください。
そ の 他
　 客船の入港時間から出港時間までは、船の近くで見学でき

ます。

共　通
①
日　　程　平成30年10月５日（金）
見学時間　10：00～11：00　　　定　員　40人
着岸岸壁　唐津港東港岸壁（東大島町）
申込期限　平成30年９月21日（金）（必着）

②
日　　程　平成30年10月15日（月）
見学時間　14：30～15：30　　　定　員　50人
着岸岸壁　唐津港妙見岸壁（中瀬通）
申込期限　平成30年９月21日（金）（必着）

【にっぽん丸】

③
日　　程　平成30年10月28日（日）
見学時間　13：30～14：30　　　定　員　80人
着岸岸壁　唐津港妙見岸壁（中瀬通）
申込期限　平成30年９月28日（金）（必着）

【飛 鳥 Ⅱ】

《
往
復
は
が
き  

記
入
例
》
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 8 4 7- 8 5 1 1 

 

 

スター・レジェンドにっぽん丸

クルーズ船を見に行こう!
平成30年10月 クルーズ船寄港予定

月　日 入・出港時間 船　名
（総トン数、全長） 定員（人） 着岸岸壁 市民

船内見学会
10月  5日（金）   8：00

17：00
にっぽん丸

（22,472ｔ、166.65ｍ） 524 唐津港東港 〇

10月15日（月） 13：30
19：00

にっぽん丸
（22,472ｔ、166.65ｍ） 524 唐津港妙見 〇

10月24日（水） 10：00
18：00

スター・レジェンド
（9,961ｔ、133.8ｍ） 224 唐津港東港 －

10月28日（日）   8：00
17：00

飛
あす

 鳥
か

 Ⅱ
（50,142ｔ、240.96ｍ） 872 唐津港妙見 〇
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■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
況

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、高
血

圧
、糖
尿
病
、高
脂
血
症
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
病
気
を
引
き
起
こ
し
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
、人
工
透
析
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
の
人
の
割
合
は
年
々
増
え
て
い

て
、県
内
で
４
番
目
に
高
い
状
況
で
す
。

（ 

メ
タ
ボ
基
準
は
、腹
囲
が
男
性
85
セ
ン

チ
、女
性
90
セ
ン
チ
）

■
高
血
圧
の
状
況

　
高
血
圧（
収
縮
期
160
以
上
拡
張
期
100
以

上
）
に
つ
い
て
は
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。

健
診
後
に
服
薬
の
開
始
、食
事
の
改
善
な

ど
で
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
糖
尿
病
の
状
況

　

糖
尿
病
は
、特
に
自
覚
症
状
が
な
く
、

放
っ
て
お
く
と
人
工
透
析
、失
明
、手
足
の

切
断
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。治
療

が
必
要
に
な
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
が
6.5
以

上
の
人
の
割
合
が
年
々
増
え
て
い
て
、こ
ち

ら
も
県
内
で
４
番
目
に
高
い
状
況
で
す
。

■
慢
性
腎
臓
病

　
肝
臓
と
と
も
に
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い

わ
れ
る
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
、人
工
透

析
に
至
る
慢
性
腎
臓
病
（
腎
臓
の
機
能

が
、50
％
未
満
の
人
）
が
糖
尿
病
の
悪
化

と
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、年
１
回
の
健
診
を
受
け
て
、自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

問
保
険
年
金
課 

（
☎
７
２
︱
９
１
２
３
）

毎年受けよう！ 特定健診 特定健康診査は、糖尿病などの生活習慣病
の発症や重症化を予防するための健診です

　

今
年
度
の
特
定
健
診
を
受
診
し

ま
し
た
か
。ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

人
は
、早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人

※ 

現
在
、医
療
機
関
で
治
療
中
の

人
も
受
診
で
き
ま
す
。

※ 

対
象
者
に
は
、受
診
券
（
む
ら
さ

き
色
）
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。受

診
券
を
な
く
し
た
人
は
、再
発

行
し
ま
す
の
で
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
く
か
、ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

検
査
内
容

　

血
圧
測
定・
診
察・
血
液
検
査・

尿
検
査
な
ど
の
基
本
項
目

受
診
料

　
無
料（
年
１
回
の
み
）

申
込
方
法

　

直
接
、指
定
の
医
療
機
関
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

職
場
で
健
診
を
受
診
し
た
人
や

病
院
な
ど
で
血
液
検
査
を
し
た

人
は
、結
果
の
写
し
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関
な
ど

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

■
受
診
率

　
平
成
29
年
度
の
唐
津
市
の
受
診
率
は
、

39・９
％
（
対
象
者
２
１
，３
８
０
人
の
う

ち
受
診
者
８
，５
３
７
人
）。県
内
20
市
町

の
う
ち
16
番
目
と
低
く
、国
が
示
す
目
標

受
診
率
60
％
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。

　
あ
な
た
の
健
診
結
果
は
ど
う
で
し
た

か
？

　
唐
津
市
の
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、い

ろ
い
ろ
な
病
気
の
状
況
が
見
え
て
き
ま

し
た
の
で
、そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹

介
し
ま
す
。

平
成
29
年
度  

特
定
健
診
の
状
況
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北波多
夏の風物詩 北波多ふるさと夏まつり

厳木
大熱戦！子どもクラブスポーツ大会

呼子
海を渡る山笠「小友祇園祭」

　北波多ふるさと夏まつり2018が北波多中学校
グラウンドで開催されました。
　ステージイベントでは、地元出身の音楽愛好家
によるライブや北波多文化連盟のフラダンス、伊岐
佐和太鼓披露が行われ会場を盛り上げていました。
　徳須恵祇園山笠が登場すると、北波多音頭に
合わせて子どもから大人まで一緒になって踊っ
ていました。
　最後に河川敷から650発の花火が夜空に色と
りどりの花を咲かせ、観客は間近で見る花火に
酔いしれていました。 （７月20日）

　厳木コミュニティセンターで厳木町子どもク
ラブスポーツ大会が開催され、厳木町内の小中
学生が参加しました。
　猛暑日となった当日、会場となった体育館の
中はむせかえるような暑さでしたが、子どもた
ちは４パート24チームに分かれ、汗をしたたら
せながらカローリングで熱戦を繰り広げました。
毎年恒例となったカローリング大会とあって、
子どもたちは歓声をあげながら、ゲームを楽し
んでいました。
　なかにはカローリング初体験の子どもたちも
いましたが、友達や上級生にルールや投げ方を
教えてもらいながら和気あいあいとゲームを楽
しんでいました。 （７月15日）
※カローリング… 氷上のカーリングを体育館などの床でも手軽に

できるように考えられたニュースポーツ

　八坂神社の夏祭りで「海を渡る山笠」として有
名な小友祇園祭が開催されました。
　この祭りはその昔、流行したコレラの悪疫退散
を祈願して笹

ささ

竹
だけ

に御
ご

幣
へい

をつけ、地区内を練りま
わったのが始まりとされています。
　高さ15m、重さ３トン、きらびやかな装飾を施
した山笠を、そろいの法

はっ

被
ぴ

に褌
ふんどし

姿の男衆50人が、

鉦
かね

・太鼓と「アーサッサ」のかけ声とともに区内
を担ぎまわりました。そのあと、祭りの一番の見
どころである海中へと山笠が入っていくと、多く
の観光客が一斉にシャッターを切り、盛り上がり
は最高潮に達しました。
 （７月27日、28日）
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モ
ー
ニ
ン
グ
ビ
ー
チ
ヨ
ガ

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
江
島
　
奈
津
子

肥前
涼しさ届け！入野小七夕飾り・風鈴展

相知
相知の夜空に600発の花火

　肥前市民センターのロビーに、色とりどりの
七夕飾りと風鈴が登場しました。これは、入野
小学校児童の皆さんの作品で、多くの人に鑑賞
してもらい、少しでも涼しさを感じてほしいと
設置されたものです。
　１年生が作った七夕飾りには、児童全員の名
前と願い事が書かれ、４年生が作った風鈴には、
一つ一つ作った児童の名前やタイトル、見て欲
しいポイントを書いた札がついていて、とても
すてきな涼しさあふれる作品となっていました。
　市民センターを訪れた市民は、作品の前で足
を止め、かわいらしい作品や願い事などに目を
細め「毎日暑くて嫌になっていたけれど、ちょっ
と爽やかな気分になれました」と笑顔で語って
いました。 （７月12日～８月６日）

　相知町交流文化センター周辺で相知町納涼花
火大会が開催されました。
　花火の前には、唐ワンくんとの「ボール色当
てゲーム」が行われ、子どもたちは大声を上げ
て盛り上がっていました。
　花火の打ち上げでは、今年から企画された
メッセージ花火のメッセージが紹介され花火が
打ち上がると、観客から拍手と歓声が上がって
いました。
　最後の連発花火では、打ち上げの真下から見
る花火は迫力があり、相知の夜空に鮮やかな色
の花を咲かせていました。 （７月28日）

　
７
月
22
日
午
前
６
時
30
分
、朝
か
ら
と
て
も
い
い
天

気
に
恵
ま
れ
太
陽
も
ま
ぶ
し
く
キ
ラ
キ
ラ
し
た
海
。

　
唐
津
の
海
は
市
民
の
宝
で
す
。そ
の
西
の
浜
で
モ
ー

ニ
ン
グ
ヨ
ガ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
唐
津
と
自
分
を

綺き

麗れ
い

に
し
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
こ
と
で
、ま

ず
は
西
の
浜
ま
で
の
道
と
海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
行

い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
木
切
れ
や
枝
、ゴ
ミ
な
ど
20

袋
以
上
集
ま
り
ま
し
た
。

　
唐
津
城
の
方
向
か
ら
太
陽
が
顔
を
出
し
、目
も
開
け

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
太
陽
の
光
が
射
し
込
む
な
か
ヨ
ガ

を
始
め
ま
し
た
。先
生
の
指
導
の
元
、体
を
動
か
し
ま
し
た
。今
は
人
生
１
０
０
年

時
代
と
言
わ
れ
健
康
寿
命
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
が
、そ
の
た
め
に
は
足
腰
が
丈

夫
で
自
分
の
口
か
ら
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
、何
事
に
も
好
奇
心
を
持
つ
と
い
う
の
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。健
康
に
関
し
て
は
皆
さ
ん
の
意
識
も
高
く
な
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
先
生
も
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
で
と
て
も
安
心

で
す
。「
人
と
比
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
い
い
所
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
励
ま
し
て
く
れ
る
の
で
続
け
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。ヨ

ガ
の
教
え
は
、ふ
だ
ん
生
活
し
て
い
く
う
え
で
当
た
り
前
の
事
を
言
わ
れ
る
の
で

す
が
、ス
ト
レ
ス
解
消
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
は
と
て
も
効
果
的
で
す
。

　
モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
に
は
福
岡
や
佐
賀
、伊
万
里
、小
城
か
ら
も
参
加
さ
れ
、男
性

も
10
人
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
層
も
広
く
、ご

夫
婦
で
の
参
加
も
多
か
っ
た
で
す
。

　
約
75
分
間
、唐
津
の
海
を
見
な
が
ら

風
を
感
じ
、砂
を
踏
み
し
め
、ふ
だ
ん

や
ら
な
い
事
を
経
験
で
き
て
と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。「
何
か
を
始

め
た
い
」「
体
を
動
か
し
た
い
」
と
思

わ
れ
て
い
る
方
、考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。 
（
取
材
地
：
西
の
浜
）
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ふ
だ
ん
は
、目
に
す
る
こ
と
の
な

い
下
水
道
で
す
が
、見
え
な
い
と
こ

ろ
で
、水
環
境
と
私
た
ち
の
快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
大
切
な
役
割

　
①
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る

　
②
環
境
を
守
る

　
③
浸
水
か
ら
ま
ち
を
守
る

下
水
道
に
接
続
を
！

　
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
、唐

津
市
の
下
水
道
の
普
及
率
は
71・

３
％
、そ
の
う
ち
接
続
工
事
を
し

て
下
水
道
を
使
っ
て
い
る
人
の

割
合（
水
洗
化
率
）は
91・９
％
で

す
。快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
ら
、一
日
も
早
い
接
続
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
は
市

の
指
定
工
事
店
で
！

　
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事（
排

水
設
備
工
事
）
は
、必
ず
市
の
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、工
事
を
す
る
と
き
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
の
一
覧
を
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

消
防
協
力
者
に
感
謝
状
贈
呈

　

平
成
30
年
７
月
10
日
に
唐
津

市
鏡
で
発
生
し
た
救
助
事
案
で
、

迅
速
な
通
報
と
適
切
な
救
助
活

動
を
行
っ
た
小こ

宮み
や

敏さ
と
しさ

ん
、古こ

賀が

美み

津つ

子こ

さ
ん
に
、８
月
７
日
、折

尾
消
防
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
☎
７
２
︱
４
１
４
７
）

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

（
平
成
30
年
度
下
水
道
推
進
標
語
）

未
来
へ
と  

ぼ
く
ら
が

つ
な
ぐ  

下
水
道

工
事
費
用
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　

工
事
資
金
の
融
資
を
金
融
機

関
に
紹
介
す
る「
水
洗
便
所
等
改

造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
使
用
開
始
の
届
け
出
を

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
！

◆ 

下
水
道
の
開
始
、休
止
、廃
止
、

再
開
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

◆ 

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
家
庭

は
、家
族
の
人
数
が
変
わ
っ
た

と
き
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
下
水
道　

　
　
　
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆ 

生
ご
み
や
使
用
済
み
の
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◆ 
水
洗
ト
イ
レ
に
は
水
洗
ト
イ

レ
用
の
紙
以
外（
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、紙
お
む
つ
な
ど
）

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆ 

雨
水
の
排
除
の
た
め
の
溝
に
、

ご
み
や
空
き
缶
、た
ば
こ
の
吸

い
殻
な
ど
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◆ 

台
所
の
汚
水
に
含
ま
れ
る
油
分

や
細
か
な
調
理
く
ず
を
分
離
す

る
た
め
に
屋
外
に
あ
る
装
置
が

「
分
離
ま
す
」
で
す
。月
に
１
～

２
回
程
度
、ま
す
内
の
清
掃
を

行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
下
水
道
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
１
４
５
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

総
務
教
育
課

水
道
管
清
掃
の
お
知
ら
せ

　
皆
さ
ん
に「
安
全
で
お
い
し
い

水
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、水
道

管
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
区・日
程（
下
表
を
参
照
）

　
９
月  

呼
子
、鎮
西
、肥
前
地
区

作
業
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で（
１
か
所
あ
た
り
の
作

業
時
間
は
20
分
程
度
）

注
意
と
お
願
い

◆ 

に
ご
り
水
が
出
た
と
き
は
、し
ば

ら
く
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

牛
乳
の
よ
う
な
白
い
水
は
、水

の
中
に
空
気
が
混
ざ
っ
た
も

の
で
体
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
放
置
す
る
と
澄
ん

で
き
ま
す
。

９月の清掃日程
3日 (月) (呼子地区)小友、長砂子、持山

4日 (火) 先方町、海士町、中町、宮ノ町、天満町、
川端町、愛宕町、殿ノ浦

5日 (水) 加部島
6日 (木) (鎮西地区)名護屋、波戸、串
7日 (金) 八床、早田、菖蒲

10日 (月) （肥前地区）高串、田野、犬頭、晴気、入野
11日 (火) 星賀、納所、駄竹、京泊
12日 (水) 大浦、杉野浦、湯野浦
13日 (木) 菖津、大鶴、鶴牧、寺浦

◆ 

高
い
と
こ
ろ
で
は
、水
圧
の
低

下
に
よ
っ
て
水
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、消
火
栓
か
ら
の
水

が
十
分
に
使
用
で
き
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。火

の
元
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス

（
☎
７
２
︱
９
１
４
８
）

上下水道について
詳しくはこちら↓

唐津市 上下水道

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
こ
ち
ら
↓

右から古賀美津子さん、小宮敏さん、
折尾消防長
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ま
ず
は
職
場
や
地
域
の
人
と

一
緒
に
講
座
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

「
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ

ク
」を
し
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◆ 

知
っ
て
い
る
人
（
物
）
の
名
前

が
思
い
出
せ
な
い

◆ 

同
じ
話
を
無
意
識
の
う
ち
に

繰
り
返
す

◆ 

今
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
る

◆
物
の
し
ま
い
場
所
を
忘
れ
る

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
な
認
知
症
の

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
認
知
症
簡

易
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」（
家

族・介
護
者
向
け
）と「
わ
た
し
も

認
知
症
？
」（
本
人
向
け
）
の
２

つ
が
あ
り
、結
果
と
と
も
に
相
談

先
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。唐
津
市
で
は
、こ
れ
ま
で

に
約
５
，４
０
０
人
が
受
講
し
て

い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

１
時
間
程
度
の
講
座
で
す
。受

講
後
に
認
知
症
を
支
援
す
る「
目

印
」と
し
て
、ブ
レ
ス
レ
ッ
ト（
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）を
お
渡
し
し
ま

す
。

場
所

　
公
民
館
や
民
家
、職
場
の
会
議

室
な
ど
に
職
員
が
出
向
き
ま
す
。

費
用　
無
料

申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、講
座
開
催
希
望
日
の
１
か
月

前
ま
で
に
唐
津
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
５
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
、９
月
は
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す
。（
認
知

症
の
原
因
の
４
～
５
割
は
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
す
）

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
は
、誰
に
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、85

歳
以
上
で
は
４
人
に
１
人
に
そ

の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。今
後
も
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、認
知
症
の
人
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、偏
見
を
も
た
ず
、認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か

い
目
で
見
守
る
応
援
者
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に

は
？

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
す
る
と
認
知
症
サ

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
な

ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
の
権
利
を
守
る
た
め
、家

庭
裁
判
所
で
選
任
さ
れ
た
後
見

人
な
ど
が
本
人
に
代
わ
っ
て
施

設
の
入
所
契
約
行
為
や
財
産
管

理
な
ど
を
行
う
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相

談
は
、唐
津
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
し
て
い
る
社
会

福
祉
士
が
応
じ
ま
す
。詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
認
知
症
か
も
？
」
と
思
っ
た

ら
か
か
り
つ
け
医
や
唐
津
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
︱
９
１
９
１
）

９月21日は世界アルツハイマーデーです

平
成
30
年
住
宅・土
地
統
計

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
現
在
で
平
成
30
年

住
宅・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。こ
の
調
査
は
、住
戸
に
関
す

る
実
態
な
ら
び
に
現
住
居
以
外

の
住
宅
お
よ
び
土
地
の
保
有
状

況
な
ど
を
調
査
し
、住
生
活
関
連

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
対

象
地
区
の
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
便
利

に
回
答
し
て
い
た
だ
く
た
め
、今

回
の
調
査
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、簡
単
に
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
か
た
り
調
査
」に
注
意
！

　
調
査
員
は
、必
ず
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。不
審
に
思
っ

た
と
き
は
、調
査
員
証
の
提
示
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。

問
市
政
戦
略
課

（
☎
７
２
︱
９
２
０
７
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

総
務
教
育
課

唐
津
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

オレンジリング

唐津市 認知症チェック

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
こ
ち
ら
↓

「
成せ

い

年ね
ん

後こ
う

見け
ん

制
度
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
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び
ん
の
分
け
方
・

出
し
方
に
つ
い
て

　

最
近
、び
ん
の
出
し
方
が
乱

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。び
ん
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
分
別
し
、中
を
よ
く

洗
っ
て
指
定
の
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

一
升
び
ん・
ビ
ー
ル
び
ん
は
、

資
源
物
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。そ
の
他
の
び
ん
は
、び
ん
用

の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
そ
の
他
の
ご
み
の
分
け
方・
出

し
方
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
４
︱
３
１
０
６
）

生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
７
５
）

墓
地
公
園
の
利
用
者
募
集

　

墓
地
は
納
骨
室
が
地
上
式
の

統
一
規
格
墓
地
で
す
。墓
標
は
別

途
個
人
で
建
立
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

◆ 

市
内
に
住
所
か
本
籍
が
あ
る

人
◆
墓
地
と
し
て
利
用
す
る
人

永
代
使
用
料　
70
万
円

※
市
外
居
住
者
は
71
万
円

管
理
料　

 

年
間
６
千
円

問
生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
４
）

　

溝
田
農
材（
株
）が
唐
津
市
に

地
産
地
消
型
カ
ッ
ト
野
菜
工
場

を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
、７
月

20
日（
金
）、市
役
所
で
立
地
協
定

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
事
業
所
は
、来
年
４
月
に
操

業
を
開
始
し
、２
０
２
３
年
３
月

ま
で
に
25
人
の
新
規
地
元
雇
用

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
企
業
誘
致
課

（
☎
７
２
︱
９
２
０
８
）

墓
地
公
園
の
無
料
バ
ス
運
行

と
利
用
者
募
集
に
つ
い
て

　
運
行
日
は
９
月
23
日（
日・祝
）

秋
分
の
日
で
す
。

※ 

利
用
す
る
人
は
出
発
時
刻
前

ま
で
に
市
役
所
正
面
入
口
前

に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
株
）ス
イ
ケ
ン
フ
ー
ズ
お
よ
び

（
株
）水
研
と
進
出
協
定
を
締
結

　
（
株
）水
研
が
新
た
に
設
立
し

た（
株
）ス
イ
ケ
ン
フ
ー
ズ
が
唐

津
市
に
事
業
所
を
新
設
す
る
こ

と
に
な
り
、７
月
４
日（
水
）、市

役
所
で
進
出
協
定
締
結
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
新
事
業
所
は
、来
年
８
月
に
操

業
を
開
始
し
、２
０
２
３
年
４
月

ま
で
に
50
人
の
新
規
地
元
雇
用

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
企
業
誘
致
課

（
☎
７
２
︱
９
２
０
８
）

溝
田
農
材
㈱
と

立
地
協
定
を
締
結

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
ガ

ス
は
完
全
に
抜
い
て
出

し
ま
し
ょ
う

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
を
中
身
が
入
っ
た

ま
ま
、ご
み
と
し
て
出
す
と
、ご

み
収
集
車
へ
の
積
み
込
み
作
業

中
に
爆
発・
炎
上
な
ど
の
事
故
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

人
命
に
関
わ
る
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、こ

れ
ら
を
ご
み
と
し
て
出
す
場
合

は
次
の
事
項
を
必
ず
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
必
ず
最
後
ま
で
使
い
切
り
、風

通
し
の
よ
い
屋
外
で
缶
に
穴
を

開
け
て
か
ら
資
源
物
と
し
て
、か

ん
類
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、穴
が
開
い
て
い
な
い

も
の
は
危
険
防
止
の
た
め
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

問
唐
津
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
４
︱
３
１
０
６
）

生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
７
５
）

▲�溝田農材㈱溝
みぞ

田
た

誠
まこと

代表取締役
(右)と峰市長

唐津市 びんの分け方

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
こ
ち
ら
↓

バス時刻表
（２便目）

市役所～墓地公園
（１便目）

市役所～墓地公園
時刻 時刻

11:30
11:50
12:40

13:00

市役所出発
墓地公園到着
墓地公園出発
(集まり次第出発)
市役所到着

10:00
10:20
11:10

11:30

市役所出発
墓地公園到着
墓地公園出発
(集まり次第出発)
市役所到着

▲�(株)スイケンフーズ� 南
みなみ

堅
けん

吾
ご

代表取
締役社長(左)、(株)水研�斎

さい

藤
とう

総
そう

一
いち

郎
ろう

代表取締役社長�(右)と峰市長
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で
、ア
パ
ー
ト
な
ど
は
部
屋
番

号
ま
で
）・連
絡
先（
電
話
番
号
）

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

◆
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関（
１
階
）

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー（
１
階
）

※ 

唐
津
市
か
ら
の
回
答
は
、受

付
日
か
ら
１
週
間
を
目
安
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、内
容
に

よ
っ
て
は
、さ
ら
に
時
間
を
要

す
る
場
合
や
回
答
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。い
た
だ

い
た
ご
意
見
、ご
提
案
、そ
れ

に
対
す
る
唐
津
市
の
回
答
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

紙
の
意
見
箱
投
か
ん
件
数

　
56
件（
平
成
29
年
５
月
～

平
成
30
年
７
月
）

(

参
考)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
投
稿

件
数　
３
３
２
件（
平
成
29
年
度
）

問
市
政
広
報
課

（
☎
７
２
︱
９
１
８
９
）

因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、た
ば
こ
に
よ
る
火
災
は

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
起
こ
る

も
の
で
あ
り
、注
意
を
す
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
！

１  

た
ば
こ
の
火
の
つ
い
た
部
分

を
水
に
浸
け
完
全
に
消
火
さ

せ
る

２  

た
ば
こ
を
灰
皿
に
垂
直
に
立

て
て
消
す

３  

吸
い
殻
は
不
燃
性
の
容
器
に

入
れ
可
燃
性
の
も
の
と
一
緒

に
し
な
い

火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
！

１ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
！

２ 

吸
い
殻
を
た
め
な
い
！

３  
寝
た
ば
こ
、ポ
イ
捨
て
は
絶

対
に
し
な
い
！

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
２
︱
４
１
４
９
）

自
家
発
電
設
備
に
つ
い
て
運
転

性
能
の
維
持
に
係
る
予
防
的
な

保
全
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、点
検
周
期
を
６
年
に
１
回

に
延
長
で
き
ま
す
。

※ 

点
検
方
法
、点
検
周
期
の
緩
和

は
平
成
30
年
６
月
か
ら
施
行
。

　

詳
し
く
は
唐
津
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
２
︱
４
１
４
９
）

た
ば
こ
の
不
始
末
に
注
意
！

　

管
内
で
た
ば
こ
の
不
始
末
に

よ
る
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。た

ば
こ
の
始
末
の
仕
方
を
間
違
う

と
、火
災
の
原
因
と
な
り
大
変
危

険
で
す
。た
ば
こ
は
毎
年
火
災
原

自
家
発
電
設
備
を
設
置

し
て
い
る
建
物
の
関
係

者
の
皆
さ
ん
へ

自
家
発
電
設
備
は
点
検
と
報
告

が
必
要
で
す
！

　
自
家
発
電
設
備
は
、災
害
な
ど

に
よ
る
停
電
の
際
に
、電
動
の
設

備
を
有
効
に
作
動
さ
せ
る
た
め

に
備
え
ら
れ
た
非
常
電
源
の
１

つ
で
す
。ま
た
、消
防
用
設
備
な

ど
は
定
期
的
な
点
検
と
消
防
署

へ
の
報
告
が
必
要
で
す
が
、消
防

用
設
備
な
ど
に
備
え
ら
れ
た
自

家
発
電
設
備
も
同
様
に
点
検
と

報
告
が
必
要
で
す
。

自
家
発
電
設
備
の
点
検
方
法

　

１
年
に
１
回
実
施
す
る
消
防

用
設
備
な
ど
の
総
合
点
検
に
お

い
て
、負
荷
運
転
ま
た
は
内
部
観

察
な
ど
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。な
お
、原
動
機
に
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
を
用
い
る
自
家
発
電

設
備
は
負
荷
点
検
お
よ
び
内
部

観
察
な
ど
は
不
要
で
す
。

点
検
周
期
の
緩
和

　

１
年
に
１
回
実
施
す
る
負
荷

運
転
お
よ
び
内
部
観
察
な
ど
は
、

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や

ご
提
案
に
つ
い
て

　
唐
津
市
で
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に「
意
見
箱（
唐
津
市
へ
の
ご
意

見・ご
提
案
）」を
開
設
し
、皆
さ
ん

の
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご

提
案
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
５
月
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
投
稿
が
困
難
な
人
の
意
見

な
ど
も
幅
広
く
お
聞
き
す
る
た

め
、紙
で
の
投
稿
が
可
能
な「
意
見

箱
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆ 

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提

案
は
、市
政
広
報
課
で
受
け
付

け
た
後
、業
務
を
担
当
す
る
部

署（
担
当
課
）に
転
送
し
、担
当

課
か
ら
回
答
を
送
付
し
ま
す
。

◆ 

用
意
さ
れ
た
様
式
ま
た
は
、便

せ
ん
な
ど
に
書
い
て
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、市
か
ら
の

回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
必

ず
、お
名
前・
ご
住
所（
地
番
ま�紙での投稿「意見箱」

唐津市 自家発電設備

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
こ
ち
ら
↓

唐津市消防本部の住宅用
火災警報器PRキャラクター
「じゅうけいキング」

（内　訳）
投かん場所 件数

本　庁 49
浜　玉 3
厳　木 0
相　知 0
北波多 1
肥　前 1
鎮　西 1
呼　子 1
七　山 0
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業
、研
修
な
ど
に
参
加
し
た
人

登
録
期
間

　

登
録
し
た
日
か
ら
３
年
が
経

過
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
９

月
30
日
ま
で

登
録
後
の
流
れ

　

審
議
会
な
ど
の
主
管
課
か
ら

閲
覧
申
請
を
受
け
て
、女
性
人
材

バ
ン
ク
の
登
録
者
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

申
込
方
法

　

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、男
女
参
画・
女
性
活

躍
推
進
課
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。登
録
申
込
書
は
、男

女
参
画・
女
性
活
躍
推
進
課
と
各

市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教
育
課
に

準
備
し
て
い
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
男
女
参
画・女
性
活
躍
推
進
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
９
）

な
相
互
交
流
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

締
結
日

　
平
成
30
年
８
月
３
日

締
結
者

◆ 
タ
イ
王
国
ボ
ー
ト・
カ
ヌ
ー
協

会
会
長

　

 

チ
ャ
イ
ナ
ロ
ン・
ジ
ャ
ル
ー
ン

ラ
ッ
ク
氏

◆
唐
津
市
長　
　
峰　
達
郎

◆
佐
賀
県
知
事　
山
口
祥
義

覚
書
内
容

◆ 

２
０
２
０
年
東
京
大
会
事
前

合
宿
を
唐
津
市
で
実
施

◆ 

合
宿
を
唐
津
市
＆
佐
賀
県
で

サ
ポ
ー
ト

西に
し 

川か
わ　

敏と
し

郎ろ
う（

切
木
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
指
導
者
と
し
て
活
躍
）

太お
お

田た　

こ
ず
え
、笹さ

さ

山や
ま　

茂し
げ

成な
り

、

古ふ
る

川か
わ　

國く
に

敏と
し

、小こ

玉だ
ま　

フ
ク
ミ
、

上う
え

田だ　

博ひ
ろ

之ゆ
き

、伊い

藤と
う　

新し
ん

一い
ち

郎ろ
う

、

熊く
ま

谷が
え　

文ふ
み

生お

、木き

村む
ら　

勝か
つ

一い
ち

郎ろ
う

、

山や
ま 

下し
た　

泰や
す

文ふ
み（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
活
躍
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
７
）

タ
イ
王
国
ボ
ー
ト
代
表

チ
ー
ム
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
前
合
宿
実
施
に
関

す
る
覚
書
を
締
結

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
、タ

イ
王
国
ボ
ー
ト
代
表
チ
ー
ム
の

事
前
合
宿
を
唐
津
市
で
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、覚
書
の
締
結

を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
は
２
０
２
０
年
東
京

大
会
に
お
け
る
タ
イ
王
国
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
て
、人
的・
経
済
的・
文
化
的

唐
津
市
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
感
謝
状
を
贈
呈

　
市
で
は
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
人
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。７

月
28
日
に
行
わ
れ
た
、市
民
種
目

別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式
で
、感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

永
年
、多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。今
後
と
も
、市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
ご
支
援
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
、表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の

人
た
ち
で
す
。（
敬
称
略
、順
不
同
）

井い
の 

上う
え　

洋よ
う

一い
ち

郎ろ
う（

唐
津
市
体
育
協

会
代
表
理
事
会
長
と
し
て
活

躍
）

松ま
つ 

竹た
け　

壽す

素そ

次じ

（
北
波
多
地
区
体

育
協
会
長
と
し
て
活
躍
）

平ひ
ら 

田た　
茂し

げ

美み

（
湊
地
区
体
育
協
会

長
と
し
て
活
躍
）

秀ひ
で 

島し
ま　
崇た

か
し（

厳
木
町
体
育
協
会
長

と
し
て
活
躍
）

西に
し 

村む
ら　
昇の

ぼ
る（

西
唐
津
校
区
体
育
協

会
長
と
し
て
活
躍
）

◆ 

合
宿
期
間
中
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

で
も
交
流
を
深
め
る　
な
ど

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
７
）

「
唐
津
市
女
性
人
材
バ

ン
ク
」の
登
録
者
募
集

　

市
の
審
議
会
や
委
員
会
へ
女

性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る

た
め
に
、委
員
の
候
補
に
な
る
人

材
情
報
「
女
性
人
材
バ
ン
ク
」
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
知
識
、経
験
、や
る

気
を
市
の
施
策
に
生
か
し
ま
せ

ん
か
？

対
象
者

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
女
性
で
次
の
ど
れ
か

に
該
当
す
る
人

◆
審
議
会
委
員
な
ど
の
経
験
者

◆ 

各
分
野
の
専
門
的
知
識
や
技

術
を
持
っ
て
い
る
人

◆ 

市
民
活
動
な
ど
、各
分
野
で
活

動
実
績
が
あ
る
人

◆ 
審
議
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
、発
言
が
で
き
る
人

◆ 

県
や
市
の
男
女
共
同
参
画
事

左から山口佐賀県知事、
チャイナロン・ジャルーンラック会長、峰市長

12市報からつ　平成30年９月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



災 害 時 情 報 ア ン ケ ー ト 係 　 行

（ 受 取 人 ）

唐 津 市 西 城 内 １ 番 １ 号 　 唐 津 市 役 所

（ 唐 津 市 役 所 　 市 政 広 報 課 　 市 政 広 報 係 ）

料
金

受
取

人
払

郵
便

差
出

有
効

期
限

 
 

 
平

成
30

年
10

月
 

 
 

31
日

ま
で

　
　

　
  

 

8

72
3

8
4

7
7

9
0

こ こ を 折 っ て く だ さ い ・ や ま お り ②

こ こ を 折 っ て く だ さ い ・ や ま お り ①

※
記

入
上

の
ご

注
意

　
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

の
参

考
と

い
た

し
ま

す
の

で
、

　
性

別
・

年
齢

・
お

住
ま

い
の

地
区

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

貼 り つ け る

の
り

し
ろ

ア ン ケ ー ト 係 行

ア
ン

ケ
ー

ト
欄

①
②

③

災
害

時
情

報
ア

ン
ケ

ー
ト

１
 市

の
災

害
時

の
情

報
に

つ
い

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

　
 お

答
え

く
だ

さ
い

。

２
 こ

の
用

紙
を

「
や

ま
お

り
線

」
に

そ
っ

て
三

つ
折

り
　

 に
し

て
、「

の
り

し
ろ

部
分

」
に

の
り

を
つ

け
、貼

り
　

 付
け

て
く

だ
さ

い
。

平
成

30
年

10
月

10
日

 （
水

）
投

函
期

限

３
 切

手
を

貼
ら

ず
に

ポ
ス

ト
に

投
函

し
て

く
だ

さ
い

。

災
害

時
情

報
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
つ

い
て

■
 は

じ
め

に
 　

豪
雨

や
台

風
、

地
震

な
ど

の
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
は

、
い

ち
早

く
正

確
な

情
報

を
知

り
、

状
況

に
応

じ
た

判
断

を
行

い
、

行
動

に
移

す
こ

と
が

命
を

守
る

鍵
に

な
り

ま
す

。

■
 問

い
合

わ
せ

唐
津

市
役

所
政

策
部

　
市

政
広

報
課

　
市

政
広

報
係

℡
09

55
-7

2-
91

89
　

FAX0
95

5-
72

-9
27

7

■
 ア

ン
ケ

ー
ト

の
目

的
　

災
害

時
に

市
民

の
皆

さ
ん

が
ど

の
よ

う
な

方
法

で
緊

急
情

報
を

入
手

し
て

い
る

か
な

ど
を

確
認

し
、

今
後

の
災

害
時

に
お

け
る

情
報

発
信

の
改

善
に

つ
な

げ
て

い
く

た
め

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

ま
す

。
　

多
く

の
皆

さ
ん

か
ら

の
ご

回
答

を
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
、

ご
理

解
と

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

｡ 
　

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
も

回
答

で
き

ま
す

。

唐
津

局
承

認

の
り

し
ろ

唐
津

市
 災

害
時

情
報

ア
ン

ケ
ー

ト

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

人
は

こ
ち

ら
→



※市のホームページからも回答できます。

1　アンケート回答者の性別・年齢・お住まいの地区をお尋ねします。
　　該当する回答番号を○で囲んでください。
　（1）性別 １　男性　　２　女性
　（2）年齢 １　10代以下　　２　20代　　３　30代　　４　40代　　５　50代
 ６　60代　　７　70代以上
　（3）お住まい １　唐津　　２　浜玉　　３　厳木　　４　相知　　５　北波多 
  　　　 ６　肥前　　７　鎮西　　８　呼子　　９　七山

２　避難情報には次の Ⓐ Ⓑ Ⓒ の３つがあります。それぞれの違いがわかりますか？
　　該当する回答番号を○で囲んでください。　　
　　Ⓐ避難準備・高齢者等避難開始　　Ⓑ避難勧告　　Ⓒ避難指示   
　　１　わかる　　２　だいたいわかる　　３　わからない 
　　※避難情報の詳細は、市報からつ平成30年６月号に掲載していましたので、改めてご確認
　　　ください。市のホームページにも掲載しています。

３　平成30年７月豪雨の際、上記２の Ⓐ Ⓑ Ⓒ などの情報は、どのようなものから
　　入手しましたか？　（複数回答可） 
　　① 市災害情報メール
　　② チャンネルからつ（行政放送：12ch）のL字テロップ
　　③ 防災行政無線
　　④ 市ホームページ
　　⑤ ＦＭからつ緊急放送
　　⑥ テレビ・ラジオ
　　⑦ インターネット
　　⑧ ＳＮＳ（フェイスブックやツイッターなど）
　　⑨ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

４　室内にいるとき、防災行政無線の屋外スピーカーからの放送は聞こえますか？
　　該当する回答番号を○で囲んでください。　　
　　１　聞こえる　　２　だいたい聞こえる　　３　大雨・暴風のときは聞こえない 
　　４　音が割れて聞き取りにくい　　５　全く聞こえない（聞いたことがない） 

５　戸別受信機（※）の貸出制度があれば、利用を希望しますか？
　　該当する回答番号を○で囲んでください。　　　　
　　１　希望する　　２　希望しない　　３　その他（　　　　　　　　）
　　 (※)ラジオ程度の大きさで、各家庭で防災行政無線と同じ内容を聞くことができます。

６　市の災害情報メールを登録していない人にお尋ねします。
　　登録していない理由を教えてください。該当する回答番号を○で囲んでください。　　
　　１　他に情報を入手する手段がある　　２　登録手続きの方法がわからない（複雑）
　　３　通信料がかかる　　４　携帯電話を持っていない　　５ 　その他（　　　　　　　　）

７　チャンネルからつ（行政放送：12ch）で災害時の緊急情報を放送しているのを
　　知っていますか？該当する回答番号を○で囲んでください。　　　
　　１　知っている（いつも見ている）　　２　知っている（見たことがある）
　　３　知らない（見たことがない）

８　今後、災害時の市からの情報発信で力を入れてほしいことは何ですか？
　　ご自由にお書きください。

災害時情報アンケート

ご協力ありがとうございました。

【のりしろ】三つ折り後、ここに「のり」をつけ、はりつけてください。

【
の

り
し

ろ
】

三
つ

折
り

後
、

こ
こ

に
「

の
り

」
を

つ
け

、
は

り
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
【

の
り

し
ろ

】
三

つ
折

り
後

、
こ

こ
に

「
の

り
」

を
つ

け
、

は
り

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

【回答欄】

の地区



「
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー
」

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

　

旧
唐
津
赤
十
字
病
院
を
改
築

整
備
し
、平
成
31
年
４
月
に
唐
津

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
移
転
と
唐

津
市
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
健
康
広
場
を
新
設
し
ま

す
。市
民
の
皆
さ
ん
が
親
し
み
や

す
い
施
設
に
な
る
よ
う
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

専
用
応
募
用
紙
な
ど
に
①
愛

称
（
ふ
り
が
な
）
②
愛
称
の
提
案

理
由 

③
住
所 

④
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
⑤
年
齢 

⑥
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
保
健
医
療
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
10
月
31
日（
水
）

※ 

採
用
作
品
は
、市
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

※ 

応
募
で
き
る
作
品
は
１
人
１

点
で
、第
三
者
の
著
作
権・
商

標
権
を
侵
害
し
な
い
も
の
に

限
り
ま
す
。

※ 

採
用
作
品
の
諸
権
利
は
、唐
津

市
に
帰
属
し
ま
す
。

問
保
健
医
療
課

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

「
か
ら
つ
ウ
ェ
ル
ポ
」

は
じ
め
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
す
る
た
め
、毎
日
の
健

康
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ポ
イ

ン
ト
化
す
る
「
か
ら
つ
ウ
ェ
ル

ポ
」
を
実
施
し
ま
す
。貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
を
賞
品
と
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

参
加
方
法

① 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
用
し
て
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
登
録
し
取
り
組
む

② 

各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
参

加
申
込
書
を
記
入
し「
ウ
ェ
ル

ポ
手
帳
」（
専
用
記
録
紙
）
で

取
り
組
む

対
象
と
な
る
取
り
組
み

① 

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受

診
② 

健
康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加

③ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
健
康

に
関
す
る
毎
日
の
取
り
組
み

な
ど

期
間

　
平
成
30
年
８
月
29
日
～

　
平
成
31
年
２
月
28
日

※ 

登
録・
参
加
申
し
込
み
の
受
付

は
８
月
29
日（
水
）か
ら

交
換
賞
品

　

市
内
の
温
泉
施
設
の
入
浴
券

や
体
育
施
設
の
利
用
券
、農
産
物

な
ど
の
お
買
物
券
な
ど

問
保
健
医
療
課

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
お
い
て
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
事
前
配
布
の
申

請
受
付
を
行
い
ま
す

安
定
ヨ
ウ
素
剤
と
は

　

原
子
力
災
害
発
生
時
に
放
出

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
放
射
性

物
質
の
う
ち
、甲
状
腺
が
ん
な
ど

を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被

ば
く
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
医

療
用
医
薬
品
で
す
。

対
象
者

　

健
康
上
の
理
由
な
ど
で
緊
急

時
に
速
や
か
に
配
布
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
人
で
、事
前
配
布

を
希
望
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
玄
海
原
子

力
発
電
所
か
ら
５
～
30
㎞
）に
住

ん
で
い
る
人

申
込
方
法

　

８
月
中
に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
全
世
帯
に

配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
添
付
さ
れ
て

い
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、保
健
医
療
課
ま
た
は
各

市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
限　
９
月
28
日（
金
）

事
前
配
布
説
明
会

◆
10
月
27
日（
土
）午
前
中

　
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
11
月
17
日（
土
）午
前
中

　
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

時
間
な
ど
詳
し
く
は
、開
催
日

の
２
週
間
前
ま
で
に
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
保
健
医
療
課

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

唐津市 安定ヨウ素剤

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
人
は
こ
ち
ら
→

保
健
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

唐津市保健センター 愛称

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
こ
ち
ら
↓

【内服ゼリー】
（３歳未満用）

安定ヨウ素剤【丸薬】

※市のホームページからも回答できます。

1　アンケート回答者の性別・年齢・お住まいの地区をお尋ねします。
　　該当する回答番号を○で囲んでください。
　（1）性別 １　男性　　２　女性
　（2）年齢 １　10代以下　　２　20代　　３　30代　　４　40代　　５　50代
 ６　60代　　７　70代以上
　（3）お住まい １　唐津　　２　浜玉　　３　厳木　　４　相知　　５　北波多 
  　　　 ６　肥前　　７　鎮西　　８　呼子　　９　七山

２　避難情報には次の Ⓐ Ⓑ Ⓒ の３つがあります。それぞれの違いがわかりますか？
　　該当する回答番号を○で囲んでください。　　
　　Ⓐ避難準備・高齢者等避難開始　　Ⓑ避難勧告　　Ⓒ避難指示   
　　１　わかる　　２　だいたいわかる　　３　わからない 
　　※避難情報の詳細は、市報からつ平成30年６月号に掲載していましたので、改めてご確認
　　　ください。市のホームページにも掲載しています。

３　平成30年７月豪雨の際、上記２の Ⓐ Ⓑ Ⓒ などの情報は、どのようなものから
　　入手しましたか？　（複数回答可） 
　　① 市災害情報メール
　　② チャンネルからつ（行政放送：12ch）のL字テロップ
　　③ 防災行政無線
　　④ 市ホームページ
　　⑤ ＦＭからつ緊急放送
　　⑥ テレビ・ラジオ
　　⑦ インターネット
　　⑧ ＳＮＳ（フェイスブックやツイッターなど）
　　⑨ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

４　室内にいるとき、防災行政無線の屋外スピーカーからの放送は聞こえますか？
　　該当する回答番号を○で囲んでください。　　
　　１　聞こえる　　２　だいたい聞こえる　　３　大雨・暴風のときは聞こえない 
　　４　音が割れて聞き取りにくい　　５　全く聞こえない（聞いたことがない） 

５　戸別受信機（※）の貸出制度があれば、利用を希望しますか？
　　該当する回答番号を○で囲んでください。　　　　
　　１　希望する　　２　希望しない　　３　その他（　　　　　　　　）
　　 (※)ラジオ程度の大きさで、各家庭で防災行政無線と同じ内容を聞くことができます。

６　市の災害情報メールを登録していない人にお尋ねします。
　　登録していない理由を教えてください。該当する回答番号を○で囲んでください。　　
　　１　他に情報を入手する手段がある　　２　登録手続きの方法がわからない（複雑）
　　３　通信料がかかる　　４　携帯電話を持っていない　　５ 　その他（　　　　　　　　）

７　チャンネルからつ（行政放送：12ch）で災害時の緊急情報を放送しているのを
　　知っていますか？該当する回答番号を○で囲んでください。　　　
　　１　知っている（いつも見ている）　　２　知っている（見たことがある）
　　３　知らない（見たことがない）

８　今後、災害時の市からの情報発信で力を入れてほしいことは何ですか？
　　ご自由にお書きください。

災害時情報アンケート

ご協力ありがとうございました。

【のりしろ】三つ折り後、ここに「のり」をつけ、はりつけてください。

【
の

り
し

ろ
】

三
つ

折
り

後
、

こ
こ

に
「

の
り

」
を

つ
け

、
は

り
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

【
の

り
し

ろ
】

三
つ

折
り

後
、

こ
こ

に
「

の
り

」
を

つ
け

、
は

り
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

【回答欄】

の地区
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サライ文化講演会
「露

つ ゆ

の団
ま る

姫
こ

～人生が100倍面白くなる仏の教
え～」　相知交流文化センター　☎62-3111

　天台宗の尼僧でもある落語家の露の団姫さん
が、仏教を通じて人生を解き明かします。
と　き　９月９日(日)　
　　　　開場 13：30　開演 14：00
ところ　相知交流文化センター文化ホール「サライ」
入場料　一般 1,000円(当日券1,200円)
　　　　高校生以下 500円(当日券600円)
　　　　※全席自由
入 場券販売所　市民会館、ふるさと会館アルピノ、

市役所本庁売店、相知交流文化センター、まいづ
る本店ショッピングプラザ

※当日は手話通訳、一時保育（要予約）があります。

ブックスタート講演会
近代図書館　☎72-3467
　子どもと楽しむ絵本の読み聞かせ講座を受講し
ませんか。
と　き　９月14日(金)　13：30～15：30
ところ　近代図書館４階会議室
演　題　「絵本でつなぐ 家族のこころ」　
講　師　白

し ら

根
ね

　恵
け い

子
こ

さん
　　　　（佐賀女子短期大学教授）
入場料　無料
※一時保育有り（要予約）

呼子町イカまつり
呼子町イカまつり実行委員会（佐賀玄海漁業協同
組合呼子町統括支所）　☎82-1717

と　き　９月16日(日)　10：00～15：00
ところ　呼子台場みなとプラザ
内　容
　魚とイカのつかみどりや特産品販売、購入した
水産物などをその場で食べることができるバーベ
キューコーナーなど

唐津市消防団相知支団秋季大会
地域消防課　☎53-7119
　団員が日頃の訓練の成果を披露します。皆さん
の参観・激励をお願いします。
内　容　消防ポンプ操法（自動車・小型）
と　き　
　９月２日(日)
　8：30～11:30
ところ　
　相知天徳の丘
　運動公園

グラベルマインドラリー2018in唐津・
TOYOTA GAZOO Racing Rally Challenge 
2018 Cup in 唐津 〈同時開催〉
唐津ラリーサポート実行委員会事務局
☎090-8412-3549

　日本全国で開催されている「Rally Charenge」!!
九州では唐津でのみ開催されます。
　働く自動車展示のほか「家族で楽しめる体験型
イベント」など盛りだくさん!!
と　き　9月9日（日）
◆体験型イベント　　9：00～17：00
◆競技スタート　　　 10：00（予定）
◆競技フィニッシュ　15：30（予定）
ところ　ボートレースからつ駐車場特設会場
競 技観戦　ボートレースからつ特設会場  12：00～（予定）
来場者の駐車場　松浦河畔公園駐車場

「ふれあいの湯」無料開放
高齢者ふれあい会館りふれ　☎72-9611
　高齢者ふれあい会館りふれの「ふれあいの湯」を
無料開放します。
と　き　９月15日（土）～21日（金）　11：00～16：00
※17日（月・祝）は休館日、19日（水）
　は浴場清掃で利用できません。
対　象　市内に住む
　　　　60歳以上の人

▲前回開催時　参戦ドライバー集合写真
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第35回 七山産業まつり
七山産業まつり実行委員会
(七山市民センター産業課)　☎53-7175
と　き　10月７日（日）10：00～16：00
ところ　七山市民センター前広場、七山公民館
内　容
　農産物などの展示・即売会や新鮮野菜ビックリ
市、ふるさと特産品ふれあいテントなど

くらしの中の文化事業「華道体験教室」
埋
うずめ

門ノ館　☎75-1810
　初心者を対象に生け花の作法を学びます。
講　　師　小

お

原
は ら

流 唐津支部
と　　き　10月13日(土)、20日(土)の２日間
　　　　　10：00～12：00
と こ ろ　埋門ノ館
対　　象　小学生以上　　定　員　20人程度
参 加 料　500円（２日間の合計）
申込期限　９月28日（金）

清流玉島川鮎
あ ゆ

まつり
玉島川鮎まつり実行委員会　☎56-8522
と　き　10月14日(日)　10：30～17：00
ところ　玉島川河川敷
　　　　（浜玉町五反田・玉島神社前）
　※JR浜崎駅～会場間のシャトルバスがあります。
食材券(あゆ１匹・やまめ１匹・飲みもの)
　前売り 1,000円　当日 1,300円
　※ 雨天中止の場合は、16時まで会場で食材と飲み

ものに引き換えます。
前売券販売所　
　唐津観光協会各案内所
　など

※ 清掃協力金（中学生以
上１人100円）のご協力
をお願いします。

男女の出会いを応援します！
「楽しい婚活バスツアー」参加者募集
有限会社エム企画九州旅行　☎77-1369
と　　き　９月17日（月・祝）　12：00～20：00
と こ ろ　マリンワールド（福岡市）ほか
　　　　　※集合場所は、海浜館（虹の松原内）
内　　容　マリンワールド見学、夕食交流会
募 集人数　20代～40代の独身男女　各16人（応募

多数の場合は抽せん）
　※ 男性は、市内に住んでいるか勤務している人

に限ります。
参 加 費　無料（ただし、飲食費として4,000円が

別途必要）
申込期限　９月10日（月）
申し込み・問い合わせ（旅行企画・実施）
　有限会社エム企画九州旅行（佐賀県知事登録旅
行業第２種49号）☎77-1369
主 催 者　有限会社虹ノ松原観光

第30回 唐松平和美術展
唐松平和美術展実行委員会（宮崎）　☎74-6605
　「すべてのいのちを大切に平和の壁に花一輪を」
のスローガンのもと、プロ・アマの垣根を超えて、
平和を愛する人たちの作品を一堂に展示します。
と　き　９月27日（木）～30日（日）
　　　　10：00～18：00（最終日は16：00まで）
ところ　近代図書館４階
内　容　
　絵画、工芸、書、写真、
　絵手紙などの展示
入場料　無料

唐津市障がい者体育大会
障がい者支援センター　☎72-9169　FAX74-5628
または各障がい者団体事務局
と　き　９月29日(土)　9：30～
ところ　唐津市文化体育館
対 　象　市内に住む障がい者手帳を持つ人とその

家族
持 ってくるもの　弁当、飲みもの、室内用シューズ
（応援・見学の人も必要）

申込期限　９月14日(金)
※大会サポートボランティアを募集しています。
　 詳しくは、障がい者支援センターにお問い合わ

せください。
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日帰りで温泉に行きませんかトライ・ザ・しゅわ

①�右手の人さし指を左胸に当て、
弧を描いて右胸に移す

②�人さし指の先を下に向け、さっと
前に出したあと、また元に戻す

1日

③�左手の親指とほかの４
指の間から３の形にし
た右手を出して揺らす
（湯気が上がる様子）

温泉

④�首をかしげ、手のひ
らを上に向けた右手
を右ななめ前に出す

どう？

◆糖尿病教室（10月分）
と　き　毎週水曜日（10月31日を除く）
　　　　15：00～16：00
　　　　※10月10日(食事療法)は11：00～13：00
　　　　　希望者は実食もできます（１食300円）
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料
※電話で申し込んでください。
問唐津赤十字病院　☎72-5111

◆健康教室
テーマ　「肝心な肝臓のおはなし」
と　き　９月22日(土)　10：00～12：00
ところ　済生会唐津病院３階会議室
定　員　20人
受講料　無料
※電話で申し込んでください。
問済生会唐津病院　☎73-3175

参加しませんか

歯科 休日当番医 診療時間  午前９時～正午

９月

2日 (日) すどう歯科医院 ☎82-1732 呼子町呼子
9日 (日) 北城内ひろこ歯科クリニック ☎58-8413 北城内

16日 (日) 藤井歯科医院 ☎58-8675 西唐津2丁目
17日 (月・祝) たけべ歯科医院 ☎58-9775 和多田先石
23日 (日･祝) おき歯科医院 ☎77-3603 原
24日 (月･休) 松尾しげき歯科医院 ☎74-4745 町田5丁目
30日 (日) 市原歯科医院 ☎73-7888 二タ子2丁目

10月 7日 (日) あい歯科医院 ☎72-4273 大名小路
8日 (月・祝) 田村歯科医院 ☎73-5212 南城内

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）

休日などの救急医療体制

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

　今月は、唐津市内での献血バスの予
定はありません。
　佐賀県赤十字血液センター（佐賀
市八丁畷町）内の｢献血プラザさが｣で
は、400ml献血や成分献血を実施して
います。ぜひお立ち寄りください。

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

９月

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時
※午前中の受付は午前11時30分まで
　午後の診療は午後１時から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

＋

往復
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館4階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　9/1･8･15･22･29
� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　9/1･8� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　9/12･26�受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　9/12･26� 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　9/1･15� 14：00～14：30
　相知図書館児童室
唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　「白くまちゃん」
　シャボン玉で遊ぼう9/5
� 10：00～
　紙で遊ぼう��9/20� 10：00～
認定こども園 すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660
◆楽器にふれよう♪�など
　9/7･11･12･14･18･20･21･25
� 10：00～12：00�など
エルアン幼稚園
原　☎77-3450
◆ 発育測定�おおきくなったか
な？�など
　毎週火･木･金曜日(9/14除く)、
　9/12� 10：00～15:00
認定こども園 リョーユー幼稚園
和多田先石　☎74-7500
◆ ピヨピヨランド（運動会ごっこ）など
　9/6･10･11･19･20･25･27
� 10：30～11：30�など

認定こども園 昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆８、９月生まれの誕生会�など
　毎週水・木曜日、9/11
� 10：00～15：00

認定こども園 唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆こひつじ(0歳児)手形アート�など
　9/4･10･12・18･21･27･28
� 9：00～14：00

町田保育園 子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆しゃぼん玉と～ばそ�など
　毎週月～土曜日
　(9/1･5･11･17･24除く)
� 9：00～14：00

認定こども園 唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆親子製作デー�
　�タオルでぞうさんを作りま
しょう！�など
　9/4･13･18･20･27� 10：30～11：15

NPO法人 唐津市子育て支援情報
センター　東城内　☎72-2288
◆親子クッキング　など
　9/6･12� 10：00～13：00など

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆にじみ絵を楽しもう�など
　毎週火曜日� 10：00～11：30

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆保育園児と遊ぼう
　毎週水曜日� 10：00～11：00

認定こども園 相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029
◆すこやかクラブ（発育測定）など
　9/7･10･12･14･26･28
� 9：00～14：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆布絵本を見よう�など
　9/8･11･18･25
� 10：00～11：00�など

認定こども園 ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆輪投げで遊ぼう�など
　�毎週月～金曜日（9/17･24除
く）9/22･29�10：00～15：00

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆発砲トレイで工作遊び�など
　（場所：大久保コミュニティセンター）
　毎週火･水･金曜日
� 10：00～15：00

認定こども園 呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆新聞紙あそび�など
　9/5･6･12･13･18･19･26･28
� 10：30～

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆赤ちゃん体操�など
　毎週火･水･金曜日(9/28除く)、
　9/29� 10：00～15：00

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
９月
５日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

７日
(金)

13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

11日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)

10月
３日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

４日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き
　９月13日（木）�14：00～16：00
と ころ　唐津市保健センター
（千代田町）

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日�
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
住宅に関する相談窓口
佐賀県在宅生活サポートセンター
☎0952-30-2055
　バリアフリー化などのお問い
合わせに建築士がお答えしま
す。（相談無料）
と　き　毎週水曜日･日曜日
　　　　9：00～17：00
相 談窓口　佐賀県在宅生活サポー
トセンター（佐賀市神野東2丁目）

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
　金銭や土地・建物、交通事故、
相続、夫婦・親子関係などの相談
９月
４日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

13日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

18日
(火)

10：00～12：00
厳木市民センター１階会議室

20日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

21日
(金)

10：00～12：00
七山市民センター１階相談室

27日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

10月
３日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780
　借地･借家などの契約や苦情に
ついてご相談ください。(予約不要)
と　き　９月20日(木)
　　　　13：30～16：00
ところ　市民交流プラザ（大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階）小会
議室２

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセン
ター　☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　９月２日、10月７日� 9:00～16:00
と ころ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター(栄町)

不動産フェア開催(予約不要)
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780
　土地建物の取引全般の無料相
談会です。
と　き　９月23日(日･祝)
　　　　13：00～16：00
と ころ　まいづる本店ショッピン
グプラザ店舗内催事コーナー

行政相談
総務課　☎72-9113
９月
５日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩いの家

６日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

11日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
肥前市民センター１階102会議室
鎮西市民センター２階会議室

18日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館２階第３会議室

19日
(水)

10：00～15：00
本庁２階第１会議室

10月
３日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩いの家

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　９月18日(火)� 9：00～11：00
� 17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付(要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査(要予約）
　９月18日(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談(要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●専門医による難病医療相談
　神経系
　10月12日(金)�14：00～16：00
　潰瘍性大腸炎・クローン病　
　患者・家族・専門医などの座談会
　10月13日(土)�14：00～16：00
　膠

こ う

原
げ ん

系
　11月８日(木)� 14：00～16：00
●療育発達相談(要予約）
　９月５日(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

創業・経営相談(要予約)
商工振興課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日、９月９日(日)
　　　　14：00～18：00
　　　　９月21日は21：00まで
と�ころ　市民交流プラザ（大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階）小会議室
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平成30年11月入所
職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516
募集科目・人数
● CAD/NCオペレーション科 
● 住環境CAD科 
● 板金・溶接施工科 
 ３科で15人
● ものづくりベーシック科 15人
入所日　11月６日(火)
対 　象　新たに職業に就こうとす

る求職者で、ハローワークから受
講指示か受講推薦を受けた人

受講料　無料（教科書代などは実費）
申込先　最寄りのハローワーク
申 込期間　９月３日（月）～10月３日（水）
※詳しくはお問い合わせください。

｢ひとり親の方の仕事応援セ
ミナー｣参加者募集
ハローワーク唐津　☎72-8609
唐津市福祉･就労支援コーナー
(C

コ コ

oCoカラ)　☎72-9143
　市内に住んでいるひとり親家
庭の人を対象に、就労に関するセ
ミナーを開催します。
と　き　10月24日(水)
　　　　13:30～15:00
ところ　市民交流プラザ(大手口
　 センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)第２
会議室

定　員　先着15人
参加費　無料
※詳しくはお問い合わせください。

唐津労働基準監督署の
庁舎移転のお知らせ
唐津労働基準監督署　☎73-2179
新住所　唐津市二タ子３丁目
　　　　214番６
　　　　唐津港湾合同庁舎１階
※新住所での業務開始は
　９月３日（月）からです。

平成31年度 障がい者職業
訓練受講生募集
福岡障害者職業能力開発校
☎093-741-5431
FAX 093-741-1340
定 　　員　76人程度（７科、各10

人ほど）
訓練期間　１年間
　※プログラム設計科のみ２年間
申込期限　９月28日(金)
※ 応募資格など詳しくはお問い

合わせください。

薬の飲み残しに注意
(一社)佐賀県薬剤師会
☎0952-23-8931
佐賀県後期高齢者医療広域連合
☎0952-64-8476
　飲み残した薬（残薬）をそのま
まにしておくと、誤って古い薬を
飲んでしまう原因になります。ま
た、勝手な判断で薬を飲むと、思
わぬ副作用を引き起こすことが
あります。残薬が必要か処分した
方がよいかは「かかりつけ薬剤
師・薬局」に確認してください。薬
局には無料の「おくすり整理そう
だんバッグ」も用意されています
ので利用してください。
　薬は正しく服用することで本
来の治療効果が期待できます。

唐津市創業塾
唐津商工会議所　☎72-5141
唐 津 東 商 工 会　☎62-2901
唐津上場商工会　☎82-3826
　創業するために必要な知識が
習得できます。
受講料　無料 定員　先着40人
※詳しくはお問い合わせください。

開催日 時　間
�９月28日(金)
10月��5日(金)
　�　12日(金)
　�　19日(金)

19：00～21：30

10月28日(日) ��9：00～16：00

自衛官などを募集
自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所
☎72-8697
募集種目 受験資格 受付期間
自 衛 官
候 補 生

18歳以上
27歳未満
の人

通年受付

一 般 曹
候 補 生

18歳以上
27歳未満
の人

７月１日（日）
～９月７日(金)

航 空 学 生
(海上自衛隊)

18歳以上
23歳未満
の人

航 空 学 生
(航空自衛隊)

18歳以上
21歳未満
の人

防 衛 大 学
校 学 生

18歳以上
21歳未満
の人

９月５日（水）
～９月28日(金)

防衛医科大学
校医学科学生

18歳以上
21歳未満
の人

防 衛 医 科
大学校看護
学 科 学 生

18歳以上
21歳未満
の人

ほほえみサロン
(がん患者・家族サロン)
唐津赤十字病院がん相談支援セ
ンター　☎74-9135
内 　容　感染管理認定看護師か

らのお話シリーズ②｢がん治療
中の感染予防とインフルエン
ザワクチンの接種について｣

と　き　10月10日(水)
　　　　13：00～14：30
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料
※事前申し込みは不要です。

唐津地区防犯協会賛助会員
募集
唐津地区防犯協会　☎72-2101
　犯罪のない安全で明るい社会
を築くため、当協会の活動に賛同
していただける個人や団体の賛
助会員を募集しています。
　一口あたりの金額設定はあり
ません。
※詳しくはお問い合わせください。
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大人の英会話･韓国語市民講
座  受講者募集
国際文化交流協会
☎090-6489-2803

　基本的なあいさつや簡単な会
話を外国人の先生と楽しく学ん
でみませんか？
と 　き　９月27日（木）～11月15日（木）

の毎週木曜日
　英会話　18:00～19:00
　韓国語　19:30～20:30
受講料　8,000円(教材費含む)
ところ　市民交流プラザ(大手口
　 センタービル「O

オ ー テ

tte」３階) 
定　員　各 先着15人
※電話で申し込んでください。

農業大学校学生募集
佐賀県農業大学校養成部教務担当
☎0952-45-2144

　平成31年度に入学する学生を
募集します。
募 集課程･定員　農産園芸課程

40人、畜産課程10人
※本科（２年間）、専科（１年間）
試験日
● 推薦　10月５日(金)
● 一般　12月14日(金)
● 二次　平成31年２月22日(金)
願書受付期間
● 推薦　９月３日(月)～18日(火)
● 一般　11月12日(月)～28(水)
● 二次　 平成31年１月15日(火)

～２月６日(水)
※詳しくはお問い合わせください。

不動産鑑定士による不動産
の無料相談会
(公社)佐賀県不動産鑑定士協会
☎0952-28-3777

と　き　10月５日(金)
　　　　10：00～15：00
ところ　本庁２階第２会議室

県営住宅入居予備者募集
県営住宅指定管理者川原建設(株)
唐津管理室　☎70-1557
募集する団地
　 西唐津、和多田、養母田、相賀、

神田、中の瀬、上神田、鏡、御見
馬場、山本、栄町、新和多田

申込書配布期間
　９月１日(土)～12日(水)
受付期間
　９月５日(水)～12日(水)
　 9：00～19：00
※ 日曜日と８日(土)は申込書の

配布と受付は行いません。
※郵送では受け付けできません。
※詳しくはお問い合わせください。

ママとパパになりたい方の
セミナー
佐賀中部保健福祉事務所母子保
健福祉担当　☎0952-30-2183
　不妊治療専門の医師や臨床心理
士、体験者の話を聞いてみませんか。
と　き　10月13日(土)
　　　　14：00～16：00
ところ　アバンセ(佐賀市天神３丁目)
対 　象　不妊に悩んでいる人や

その家族
定　員　先着50人
　(匿名での参加も可能)
参加料　無料
※事前に申し込みが必要です。

公証人による相談所(要予約)
唐津公証役場　☎72-1083
　遺言公正証書や老後の財産管
理などの相談に公証人が応じます。
①とき　10月１日(月)～４日(木)
　　　　10：00～15：00
ところ　唐津公証役場（東城内）

②とき　10月６日(土)
　　　　10：00～15：00
ところ　馬渡島老人憩の家
　　　　（鎮西町馬渡島）

特定保健指導研修 受講生募集
(公財)佐賀県健康づくり財団
☎0952-37-3301
FAX 0952-37-3061
と　き

（1）基礎研修①コース（２日間）
 10月14日(日)、28日(日)

（2）基礎研修②コース（１日間）
 11月11日(日)

（3）指導力向上研修コース（各１日間）
 Ａコース　12月９日(日)
 Ｂコース　平成31年１月13日(日)
ところ　佐賀メディカルセンター
　ビル(佐賀市水ケ江)
対　象　医師、保健師、管理栄養士など
定　員　各コース50人
受講料　無料
申込期間

（1） （2） ９月３日（月）～27日（木）
（3）Ａコース
 11月１日（木）～22日（木）
 Ｂコース
 11月26日（月）～12月20日（木）
※詳しくはお問い合わせください。

｢Let's“ゆとり”! キャンペーン｣
参加事業所募集
佐賀県産業人材課
☎0952-25-7100
　ノー残業や年次有給休暇の取得
推進などに取り組むことを宣言
し、実践する事業所を募集します。
取組期間　９月１日(土)～11月30日(金)
申込期限　11月30日(金)
※詳しくはお問い合わせください。

救命講習会
消防本部警防課　☎72-4146(代表)
内 　容　心肺そ生法、AEDの使

い方など
と　き　９月16日(日) 9:30～12:30
ところ　消防本部３階講堂
受講料　無料
申込期限　９月14日(金)
※詳しくはお問い合わせください。
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　入社後、岡山県吉岡銅山などの鉱山開発に尽力し、
吉岡銅山を日本屈指の大鉱山として育て、我が国の金
属鉱業の隆盛の礎を築くことになります。
　また、製鉄事業の重要性を説き、三菱製鉄所の設立
にも奔走しますが努力は実らず、明治26年（1893）、
三菱を退社します。この間、明治21年（1888）には、
日本初の工学博士５人の中の１人に選ばれました。
　三菱退社後、芳之助は筑豊・肥前の炭鉱開発に専念
しますが、同時に製鉄事業調査委員会の１人として八
幡製鉄所設立に取り組みます。
　芳之助の激烈な生き方は、長年の心身の疲労を生じ
ることになり、実業界を去り隠居療養の生活に入りま
す。41歳という若さでの隠居でしたが、宗教哲学の
研究に没頭したり、政論家としても有名となりました。
その後社会復帰し、島根県から衆議院議員として選出
されましたが、病後のため十分な仕事ができたとは言
えず、安定した職につくことなくさまざまな活動をし
ました。
　明治45年（1912）８月、明治の熱血漢は享年56歳
で他界します。

問 生涯学習文化財課
（☎72-9171）

　 長 谷 川 芳 之 助 は、 安 政 ２ 年
（1855）、唐津藩士長谷川善

ぜん

兵
べ

衛
え

の
長男として生まれました。８歳の
ころ、辰野金吾たちと共に野

の

辺
べ

英
えい

輔
すけ

の私塾で学びました。辰野は芳之助について「遊ん
でばかりで、勉強しない。それでも抜群の秀才だった」
と評しています。
　慶応３年（1867）、父善兵衛は唐津藩を脱藩し、当
時13歳の芳之助を伴い、大坂に移ります。芳之助は大
坂で蘭学と英語を学び、頭角を現したようです。
　明治５年（1872）、優秀な学生に限り官費で入学で
きる貢

こう

進
しん

生
せい

として、大学南校（後の東京大学理学部の
前身の一つ）に入学しました。当時、各藩は石高に応
じ１人から３人の人材を大学南校に入学させることを
命ぜられ、芳之助は優秀な学生として唐津藩から推薦
され入学します。その後、明治８年（1875）に、第
１回海外留学生としてアメリカ・コロンビア大学で鉱
山学を、その後ドイツ・フライブルク大学では製鉄事
業を学びました。
　明治12年（1879）、理学博士号を得て帰国した芳之
助は財界の巨豪岩

いわ

崎
さき

弥
や

太
た

郎
ろう

と出会ったことから、東京
帝国大学教授の就任を断り、三菱に入社します。

「幕末維新唐津群像伝」（13）
日本初の工学博士：長

は

谷
せ

川
が わ

芳
よ し

之
の

助
す け
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唐ワンくんの

苓北町　電気自動車のレンタル
苓北観光汽船㈱　☎0969-35-0705
　姉妹都市の苓北町(熊本県天草郡)では、電気自動車レンタルの社会実証
実験を実施中で、お得に電気自動車をレンタルできます。世界文化遺産に登
録された｢長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産｣を巡る際などにぜひ
活用してください。
対象　苓北観光汽船(長崎県の茂木港～熊本県の富岡港)を利用
　し、レンタル後にアンケートに協力できる人
※車種や料金など詳しくはお問い合わせください。

第11回 唐津市民種目別スポーツ大会結果
(公財)唐津市体育協会　☎73-2888　　スポーツ振興課　☎72-9237
　７月28日(土)、29日(日)、８月４日(土)、５日(日)、市内の各会場で熱戦が繰り
広げられました。選手の皆さん、暑い中お疲れさまでした。
総
合
順
位

優勝 ２位 ３位
Ａブロック 浜玉 中部 鏡
Ｂブロック 厳木 鎮西 肥前

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―
◆�『大人の中体連』、種目別スポー
ツ大会の取材に行ってきまし
た。炎天下のなか、若い方か
ら高齢の方まで、和気あいあ
いと楽しそうにプレーされて
いたのがとても印象的でした。
最近、体力の衰えを感じます
が、私も頑張ってあと30年は
サッカーを続けていきたいと
思っています！皆さん、熱中
症に気をつけながらスポーツ
を楽しみましょう！（ヤス）
◆�８月から市報の担当になりま
した。初めての仕事と聞き慣
れない単語に毎日あたふたし
ています。情報と笑顔がいっ
ぱい詰まった市報をお届けで
きるようがんばりますので、
よろしくお願いします。（ヨシ）
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ボートレースクイズ
第３問の答え

スマートフォン
サイト LINE@

８月号掲載≪第３問≫
　｢スマイル君｣ はどこのボートレース場の
マスコットキャラクターでしょうか。
　①�ボートレース大村
　②�ボートレースまるがめ
　③�ボートレースびわこ

　正解は�②ボートレースまるがめです。
　モチーフがカメだと気づいていただけ
ましたか？
　ボートレースまるがめで８月に開催されたSG
ボートレースメモリアルでは、佐賀支部の選手も
大活躍でした。
　応援ありがとうございました。
問ボートレース企業局　企画宣伝課　☎77-1311

モーニングレース「朝ドキ！からつ」実施中
第４問も
お楽しみに～♪

◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第４期納期限 10月１日(月)
　口座振替日 ９月26日(水)
　夜間納税相談 ９月13日(木)
 27日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第４期納期限 10月１日(月)
　口座振替日 ９月26日(水)
問保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第４期納期限 10月１日(月)
　口座振替日 ９月25日(火)
問高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

  9月● 毎週月曜日　● ５日(水)、23日(日・祝)
10月● 特別休館　年１回の蔵書点検のため休館します。
　　● 近代図書館　10月１日 (月) ～８日(月・祝) 
　　● 相知図書館　10月６日 (土) ～ 10日(水)
　特別館内整理期間を従来の10日間から7日間
　に短縮しました。（8日は月曜・祝日のため休館）
　この期間は本の貸し出しや閲覧はできません。
　本の返却のみ返却ポストをご利用ください。

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

図書館の休館日

九州オルレ唐津コース
９月定例ウォーク

「サンセット＆彼岸花オルレ」

問鎮西町観光案内所(☎51-1052)

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00～12：00
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書
の交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パス
ポートの交付/臨時運行許可証の交付
※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポー
ト申請などはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付� 月～金(祝・休日除く)� 8：30～17：00
受取時間� 月～金(祝・休日除く)�17：30～20：00
� 土･祝・休日� 9：00～12：00
受取場所　予約した本庁･各市民センターの当直室
受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世
帯の人）、印鑑登録証明書（本人）
※�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載
を希望する人は、予約時に申し出てください。

問市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

と　　き　９月22日(土) 受　付　12:30
スタート　13:15 終　了　18:30
集合場所　道の駅桃山天下市 距　離　9.0km
参 加 料　1,500円(昼食なし) 定　員　40人
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　９月の市議会本会議開催中は、番組を変更し、議会中継を放送し
ます。本会議が午後７時までに終了した場合は当日の午後７時30
分から、午後７時以降に終了した場合は終了後30分をめどに再放
送します。

特
集
番
組　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

８月27日
～９月２日

唐津学教室「唐津の歴史概観」②
－弥生社会の誕生と展開、そして古墳時代へ－
講師：田

た

島
じま

 龍
りゅう

太
た

さん(前 末盧館館長)
再放送  名護屋小学校教育講演会

９月３日
～16日

北波多中学校人権コンサート
「うまれてきてくれてありがとう」
講師：mも んonさん（子育てシンガー）
再放送  唐津学教室「唐津の歴史概観」②

９月17日
～23日

唐津学教室「末盧国の〝その後〟を探る
－古墳時代前期の唐津平野－」
講師：立

たち

谷
や

 聡
とし

明
あき

（教育委員会生涯学習文化財課）
再放送  北波多中学校人権コンサート

９月24日
～30日

若者・高校生向け映像教材
消費者庁企画製作DVD「もしあなたが消費者トラ
ブルにあったら－消費者センスを高めよう！－」
再放送  唐津学教室「末盧国の〝その後〟を探る

 －古墳時代前期の唐津平野－」

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎ 唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。

◎ 土・日曜日、９月17日（月・祝）、24日（月・
休）は、１週間の唐津市ニュースをまとめ
て放送します。

◎ 都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

大雨や台風などの災害情報は、チャンネルからつ
（12チャンネル）やデータ放送でも配信しています
【チャンネルからつ（12チャンネル）】
・ 文字テロップやお知らせ文字放送で市からの緊急情報や避難所

情報、道路の通行止め情報など
【データ放送】　　　　リモコン『d』ボタン
・ 大雨や台風、火災などの災害情報や、市からの緊急情報、避難所

情報など
・ 佐賀県からの土砂災害に関する情報（土砂災害警戒情報、土砂災

害危険度情報など）
・ 台風情報や唐津市の天気予報、降水予想など 見てください！
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　浜玉町平原地区の地域活性化を目的に設立され
た平原ふるさと館有限責任事業組合の皆さんを訪
ねました。
　設立は平成29年４月とまだ日は浅いですが、
ＪＣＣ（ジャパン・コスメティックセンター）と
連携して耕作放棄地を活用し栽培したミカン花や
ハーブが化粧品の原料として使われました。その
ほかにもレモンの栽培や地域の名所などを掲載し
た平原マップの作成など、とても精力的に活動さ
れています。
　また、８月14日に開催された「第１回�ひらば
るサマーフェスティバル」では、子どもから大人
まで大勢の人でにぎわい、たくさんの笑顔に包ま

れていました。
　代表の脇

わき

山
やま

勝
かつ

美
み

さん（写真前列左から2人目）
は「今後は新たに地域に根づいた作物も栽培して
いきたい。またさまざまなイベントを企画して、
たくさんの集いの場をつくって平原地区をもっと
元気にしていきたい！」と話されました。
　皆さん、これからの平原地区から目が離せませ
んよ。

平原ふるさと館有限責任事業組合（浜玉）

平原地区の自然や景観を
若い世代につないでいきたい

こんにちは  唐津っこ♪  ９月生まれです！

ヘルプマーク・ヘルプカードの交付が始まりました 問障がい者支援課（☎72-9150）

　ヘルプマーク、ヘルプカードを身に付けた人を
見かけたら、思いやりのある行動をお願いします。

◆ 公共交通機関（電車やバスなど）では、席をお譲りください。
◆ 駅や商業施設、街中などにおいて、声をかけるなどの配慮を

お願いします。
◆災害時は、安全に避難するために支援をお願いします。

稲
い な

岡
お か

 燈
と う

志
じ

くん
（町田1丁目）

(H29.9.22生  1歳)
お誕生日おめでとう！来
月から海外生活、家族み
んなで頑張ろう！

池
い け

田
だ

 直
な

央
お

くん
（二タ子2丁目）

(H26.9.14生  4歳)
なお君４歳おめでとう☆
元気いっぱいあそぼう
ね！

古
ふ る

川
か わ

 穂
ほ の

佳
か

ちゃん
（山本）

(H29.9.14生  1歳）
お誕生日おめでとう！
これからも元気いっぱい
で大きくなってね♪

がんばっています⑰

　市報からつ11月号に掲載する唐
津っこ（11月生まれの未就学児）の写
真を募集します（最大３件）。募集期
間は９月１日（土）～20日（木）で、応募
多数の場合は抽せんです（掲載により
抽せん結果を発表します）。
　お子さんの写真（9MB以内）と①
お子さんのお名前（ふりがな）②年齢
③生年月日④性別⑤お子さんへのメッ
セージ（30字以内）⑥保護者の氏名、
住所、電話番号を次のメールアドレス
に送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊ 写真は原則、お子さんが１人で写り、

頭全体が写ったもので、応募から２
か月以内に撮影した加工前のもの

＊ 必要事項の記入もれがある場合は受
け付けできません。ご注意ください。

＊掲載できるのは、１人１回です。
問 市政広報課（☎72-9189）

ヘルプマークとは
　外見からはわかりにくい障が
いや病気などを抱えている人が、
周囲の人に配慮を必要としてい
ることを知らせることで、援助を
得やすくするためのマークです。

ヘルプカードとは
　カードの裏面に手伝って
ほしいことや、緊急連絡先
などを記載し、提示するこ
とができます。
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